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株式会社Ｈ＋Ｂライフサイエンス 

情報誌  

当情報誌は、臨床現場でご活躍いただいている先生方の生の声をお届けする事により、他の

先生方との情報交換の場として、食品のより有用で効果的な活用ができるようになる事を目

的としています。 

 

春号は、２０１１年１月２２日に岡山市で開催された、「糖質シンポジウム」（乳果オリゴ糖

で“腸元気”“腸快腸”セミナー）／社団法人岡山県栄養士会病院栄養士協議会・福祉栄養士

協議会共催、の発表内容を掲載させていただきました。（編集担当） 

 

春号  

［糖質シンポジウムプログラム］ 

■開会挨拶 

 …岡山県栄養士会病院栄養士協議会  

坂本八千代会長   （岡山大学病院臨床栄養部副部長） 

 

■乳果オリゴ糖のビフィズス菌増殖機能とその有用性 

…株式会社 H+Bライフサイエンス 学術部 

 

■シンポジウム「乳果オリゴ糖を用いた臨床現場での取り組み」 

…座長：市川和子先生 （川崎医科大学附属病院栄養部課長） 

森光大先生  （あいの里クリニック次長栄養管理部長） 

 

 …シンポジスト 

：徳澤陽子先生  （医療法人緑風会ほうゆう病院診療部栄養係長） 

・ラクトスクロースが便秘に及ぼす影響 

：榎本ゆり子先生 （医療法人北斗会ほくとクリニック病院食養課次長） 

・ほくとクリニック病院精神科救急病棟におけるラクトスクロースによる便性改善について 

：江渕光代先生  （特定医療法人仁生会細木ユニティ病院栄養管理室室長） 

・乳果オリゴ糖飲用が検便検査に与える効果／調理従事者での試み 

：川中利恵先生  （医療法人清風会茨木病院看護部東 3病棟看護師） 

・オリゴ糖による排泄のコントロール改善を試みて 

：井戸由美子先生 （特定医療法人大阪精神医学研究所新阿武山病院栄養給食室室長） 

・乳果オリゴ糖を用いた排便コントロール／下痢及び薬剤性便秘に対して 

 

 

 

 

 

 

 

 

■閉会挨拶 

 …株式会社Ｈ＋Ｂライフサイエンス代表取締役 笹﨑政人 
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乳糖に、果糖が結合した構造なので、「乳糖果糖オリ

ゴ糖」とも、「乳果オリゴ糖」とも呼ばれます。 

「ラクトスクロース（ＬＳ）」とも呼ばれます。 

 

大腸は、水分吸収や蠕動運動などを行なうために非常

にエネルギーを使います。エネルギーの大半を、善玉

菌が良く作る短鎖脂肪に頼っています。乳果オリゴ糖

はビフィズス菌を良く増やし、大腸を元気にし、便秘

改善や下痢改善、免疫改善などに効果を発揮します。 

 

 各種オリゴ糖の中でも、乳果オリゴ糖は少量で効果が

期待でき、多くとっても下痢しにくいオリゴ糖です。 

 

 乳果オリゴ糖飲料は、消費者庁が許可する「特定保健

用食品」の表示許可を取得しており、ビフィズス菌を

良く増やしお腹の調子を整える効果が確認されてい

ます。 

 

 

 山口県の吉南病院では、便秘の精神科入院患者で、排

便回数が倍増、浣腸回数が半減しましたが、同時に、

定期下剤の錠数低減、及び滴用下剤滴数低減効果も確

認できました。 

 

 

 広島県の小林病院では、便秘の高齢者の下剤による下

痢が改善され、おしめの使用量が大幅に低減されまし

た。 

 

■乳果オリゴ糖のビフィズス菌増殖機能と 

その有用性 

…株式会社 H+Bライフサイエンス 
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 ほうゆう病院は、広島県にある３２３床の精神科を主

体とする病院です。 

 

 

11人の常時緩下剤を使用している患者で乳果オリゴ

糖摂取試験（摂取量上限 0.6ｇ/体重 1ｋｇ）を行い

ました。評価はＣＡＳ法（便秘評価尺度）としました。 

 

 

 乳果オリゴ糖摂取試験前と比較すると、ADL（日常

生活動作）介護者より ADL 自立者の方が、より大き

な改善が認められました。  

 

 水分を積極的に摂取する患者に、より大きな乳果オリ

ゴ糖による改善効果が見られました。 

 

 

 
 個人によって効果に個人差がありましたが、ＡＤＬ自

立者や自ら水分摂取できる患者に大きな効果が得ら

れました。 

 

 

 
 アンケートでも、大半が今後も続けたいと言う意見で

した。 

 

 

 

■ラクトスクロースが便秘に及ぼす影響 

…ほうゆう病院 徳澤陽子先生 
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 ほくとクリニックは、大阪府にある精神科救急病棟の

みの病院です。 

 

 

 乳果オリゴ糖１０ｇをお茶に入れ、具合に応じて１～

３回摂取してもらいました。 

 

 

 対象は、男女計２０名としました。 

 

 

 臨時下剤の低減効果発現までの日数は平均 4.75 日

でした。 

 

 

 

 乳果オリゴ糖飲用前後で、臨時下剤使用量は約１／３

に低減しました。 

 

 

 

 抗コリン作用が高い薬剤服用者にも、高齢者にも効果

がありました。 

 

 

 

 

■ほくとクリニック病院精神科救急病棟にお

けるラクトスクロースによる便性改善につ

いて 

…ほくとクリニック病院 榎本ゆり子先生 
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 細木ユニティ病院は高知県にある、病床数１８８床の

精神科を主体とする病院です。 

 

 
 調理従事者は、健康管理や衛生管理に留意し、食中毒

の発生予防に努めていますが、１次検査で陽性になる

と再検査で陰性にならないと業務はできません。 

 

 

 便検査の陽性率を低下させるため、乳果オリゴ糖を用

いて腸内環境改善を試みました。 

 
大量施設衛生管理マニュアル改正後、病原性大腸菌

50種の１次検査で陽性になる調理従事者が増加しま

したが、乳果オリゴ糖飲用中には陽性率が低下しまし

た。 

 

 

 一次検査で陰性になれば、２次検査費用が不要となる

ので、２次検査費用が低下しました。 

 

 

 

 乳果オリゴ糖は、腸内菌叢の改善に有効である事が示

唆されました。今回は少人数であったので、今後は人

数をさらに増やして確認して行きたいと思います。 

 

 

■乳果オリゴ糖飲用が検便検査に与える効果

／調理従事者での試み 

…細木ユニティ病院 江渕光代先生 



株式会社H+Bライフサイエンス情報誌  ２０１１年 春号 

 
6 

 

 

 

 

 

 

 

茨木病院は、大阪府にある病床数 350 床の精神科病

院です。 

 

 

 入院患者５９名を対象とし、２カ月間乳果オリゴ糖摂

取試験を行いました。 

 

 

 乳果オリゴ糖の飲用によって、下剤、緩下剤の使用者

が減り、下剤なしの患者が増えました。下剤＋緩下剤

＋その他の処置、が必要な患者はいなくなりました。 

 

 浣腸使用本数も低減されました。 

 

 

 

患者の意見も、排便回数が増えた、残便感がなくなっ

た、下剤を止めて欲しい、等の好意見が多くありまし

た。おならが良く出ると言う意見もありました。 

 

 

 

 スタッフの意見も、浣腸が減った、自己摘便しなくな

った、腹満がましになった、と言う意見がありました。

個人差はあるとの感想もありました。 

 

 

 

■オリゴ糖による排泄のコントロール改善を

試みて 

…茨木病院 川中利恵先生 
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 新阿武山病院は、大阪府にある病床数２９０床の精神

科病院です。 

 

 

 LS（乳果オリゴ糖）摂取による下痢傾向患者の下痢

改善効果、向精神薬や抗パーキンソン剤の薬剤性便秘

患者の便秘改善効果を調査しました。 

 

 

 ①下痢傾向患者１９人（平均７１歳）に、１日 LS（乳

果オリゴ糖）３ｇ摂取で排便回数が減少しました。 

 

②-1 精神科一般病棟における便秘患者の排便回数は、

LS（乳果オリゴ糖）摂取中は若干の増加が見られま

したが、中止すると減少しました。 

 

 

 

 臨時下剤の使用量は、LS（乳果オリゴ糖）摂取中は

減少しましたが、中止後は増加しました。 

 

 

 

 ②-2 認知症病棟での、LS（乳果オリゴ糖）を使用し

ていた２０１０年度の１人当たりの１カ月の排便回

数は、乳果オリゴ糖を使用していなかった２００８年

度に比べ、１．６倍（21.6／13.7）になりました。 

■乳果オリゴ糖を用いた排便コントロール／

下痢及び薬剤性便秘に対して 

…新阿武山病院 井戸由美子先生 
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 臨時下剤の使用量は、半分以下になりました。 

 

 

 浣腸の使用量は、１／１０近くまで減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 特定入院料が適用される認知症病棟において、薬価で

計算した下剤代と、LS（乳果オリゴ糖）購入代との

比較をしますと、費用低減ができる事がわかりました。

また、下剤を使うと下痢便になりオムツ代もかかって

きますが、これらの費用も低減できます。 

 

 

 

［誌面に対するお問合わせ先］ 
株式会社 エイチプラスビィ・ライフサイエンス  

本社事務所 〒700-0903 岡山市北区幸町 8-29 三井生命岡山ビル TEL.086-224-4320  

東京支店 〒160-0021 東京都新宿区歌舞伎町 2-1-6 TEL.03-5285-0562  

大阪支店 〒560-0082 大阪府豊中市新千里東町 1-4-2 千里ライフサイエンスセンタービル 13F TEL.06-6873-2101  

名古屋支店 〒461-0004 名古屋市東区葵 3-23-3 第 14オーシャンビル 5F TEL.052-939-2691  

岡山支店 〒700-0864 岡山市北区旭町 97-2 TEL.086-224-4325  

福岡支店 〒812-0016 福岡市博多区博多駅南 1-8-12 博多駅南MTビル 4F TEL.092-473-5092  

札幌営業所 〒060-0061 札幌市中央区南 1条西 6-15-1 札幌あおば生命ビル 7F TEL.011-290-3515  

仙台営業所 〒981-3133 仙台市泉区泉中央 4-2-7 第 5TASビル 204号 TEL.022-343-8856 

 

【7ｇ×40包】 


